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これまでの取り組み（１）

• 障害時の対応フローの見直し
– 障害検知方法の検討

– JPNIC内部での役割分担の見直し

• 外部への周知方法の見直し
– 逆引き障害時には、FAXによる連絡(IP指定事業者の
希望者のみ)

– 障害時には以下のMLにアナウンスを行う予定
• 指定事業者ML、ip-users、jpnic-info JANOG、dnsops

[JPOPM9でのご意見]
障害発生時の広報体制を検討して欲しい

[JPOPM9でのご意見]
正確な情報提供を迅速に行って欲しい



2

これまでの取り組み（２）

• APNICとの連携の強化

– APNIC担当者との認識の共有

– APNICとの連絡体制の再検討

[JPOPM9でのご意見]
APNICとの連携をもっとしっかりして欲しい


